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◎議案上程
　９月８日の本会議では、5年度一般会計補正予算、4年
度企業会計決算など、23件の市長提出議案を上程し、所
管の各常任委員会に審査の付託をしました。

◎補正予算などを可決、決算上程
　9月19日の本会議では、各常任委員長から審査の経過と結果が報告された後、１議員か
ら一般会計補正予算など3件に対する反対討論があり、採決した結果、いずれも原案のとお
り可決・認定しました。また、4年度一般・特別会計決算13件を追加上程し、決算審査特
別委員会に審査の付託をしました。

◎代表・一般質問に13議員
　９月28日の本会議では、4会派の代表議員が代表質問を、９月29日及び10月２日の本会
議では9人の議員が一般質問を行い、市政の諸課題について市の考えをただしました。また、
5年度一般会計補正予算など2件を追加上程し、市民文教委員会で審査を行い、採決した結
果、可決しました。

◎４年度決算を認定、意見書を可決
　10 月 24 日の本会議では、決算審査特別委員長から審査の経過と結果及び決算に対する
指摘事項（詳細は４ページのとおり）が報告されました。そして、１議員から４年度一般
会計決算など 4 件に対する反対討論があり、採決した結果、決算 13 件をいずれも認定し
ました。また、副市長選任の人事案件に同意したほか、議会提出議案として意見書 5 件を
可決しました。

本会議での決算審査特別委員長報告

　９月定例会は、９月8日から10月24日までの47日間にわたって開催し、4年度
決算や5年度一般会計補正予算、条例案、人事案件のほか、意見書などの審議を行
いました。

  ４年度決算に対して7項目の指摘事項  
 災害復旧費の追加など総額84億円の補正予算を可決　

9月
定例会

◆防災・減災、国土強靱化の推進に対する意見書
◆教育のＩＣＴ化に向けた環境整備に係る地方財政措置に対する意見書
◆サーキュラー・エコノミー（循環型経済）の推進を求める意見書
◆ブ

※1
ラッドパッチ療法に対する適正な診療上の評価等を求める意見書

◆中学校部活動の地域移行に関する意見書

可 決 し た 意 見 書 意見書とは、国や県等が実施すべき事項について、議会の意思を意見として
まとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

波線（           ）については、11ページの用語解説を御覧ください 2
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可 決 し た 主 な 議 案
５年度一般会計補正予算
　　　　　　　　　　　　総額84億1000万円

◆林道天竜川線の路肩崩壊など6月2日の豪雨被害に
伴う災害復旧費の追加　　　　　　　　　40億円

◆南区老間町7号排水路など河川・排水路の浸水対
策や道路の冠水対策　　　　 　　14億1485万円

◆地域公共交通課題を解決するため自動運転技術を
活用した実証実験　　　　　　　　　  6032万円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

◆市内6公園で雨水流出抑制施設整備のため実施
　設計・概略設計を実施 2288万円 
◆バス・鉄道事業者のキャッシュレス決済導入
を　支援 1052万円

◆子ども医療費受給者証などの更新や15回目以
　降の妊婦健康診査費用の助成 809万円

◆障害福祉サービス事業所などへICTの活用やロボッ
ト技術の導入に対する補助金の交付    　555万円

◆台北ランタンフェスティバルに出展し来場者向け
観光PR を実施　　　　　　　　　　　  400万円

◆市公式ヘルスケアアプリ「はままつ健幸クラブ」
利用の促進　　　　　　　　　　　　　177万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

消防ポンプ自動車の購入
●物品購入契約締結
　配備されている車両を更新するため、災害対応
特殊化学消防ポンプ自動車１台、災害対応特殊消
防ポンプ自動車１台、災害対応特殊水槽付消防ポ
ンプ自動車１台（合計1億9283万円）を購入し
ます。

浜松医療センターの料金改定
●病院事業の設置等に関する条例の一部改正
　6年１月の新病院棟開院に伴い、病室機能や入
院環境が向上することから、特別室使用料を改定
します。また、出産に関する利用料金について、
近隣病院の料金状況を踏まえ改定します。

バスに設置するタッチ決済端末（イメージ）

被災した林道天竜川線（天竜区水窪町奥領家）

浜松市公式ヘルスケアアプリ「はままつ健幸クラブ」

iPhone版

Android版

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
プ
リ
が

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
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決算審査特別委員会全体会での採決
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◎決算審査特別委員会の状況

決算審査

令和５年度 決算審査特別委員会 指摘事項について
●新規職員の計画的な採用について
　本市職員は、旧県費負担を除く分野で定員適正化計画に基づき、平成 17 年から令和２年の 15 年間で約
1300 人の職員定数が削減され、正規職員の削減は限界に達している。政令市の類似都市平均と比べて人件費率
は安定しているものの、正規職員が少ないことにより、不足するマンパワーを会計年度任用職員及び再任用職員
で補って運営している様子がうかがえる。職員定数が現状維持されれば、定年延長は新規採用の圧迫要因になり
かねないと指摘する。
　よって、年齢構成が偏在しないように計画的な新規職員の採用を実施すること。

●国庫補助事業の有効活用による適切な事業費の確保について
　広大な市域を抱える本市は、公共施設等総合管理計画の推進や道路・河川の整備など災害に強い都市づくりを
推進していくことが求められている。一方、地方自治体における市債の発行は、主として建設事業費にしか使え
ないなど地方財政法第５条で厳しく制限されている中で、本市における市債残高の推移に見る通常債の減少と臨
時財政対策債の増加及び構成比が逆転していることを指摘する。
　よって、今後は国庫補助事業を有効に活用し、適切な事業費を確保すること。

●借地解消・公有財産維持管理事業の一層の推進について
　令和４年度までの借地解消における進捗率は 75.5％であるが、借地解消事業に係る不用額が昨年度と同様に
多額となっていること。また、普通財産における未活用地や維持管理費の削減が進んでいないことを指摘する。
　よって、借地解消については、補正予算も含め精度の高い予算を計上し、不用額の削減に努めること。また、
アセットマネジメント推進課は各区の区振興課と連携して、普通財産における未活用地の削減に努めること。

●少子化対策のさらなる推進について
　止まらない少子化に歯止めをかけるために、民生費・次世代育成費の地域少子化対策強化事業に取り組んでい
るが、令和４年の出生数が 5000 人を割り込んだ。
　事業費は前年度と比較すれば増加しているものの、課題の大きさを考慮すると十分ではなく、若者の結婚への
後押しとなるようなものではなかった。あわせて、若年層に対する家族形成意識の醸成事業では、家族形成への
意識の高まりが図られたとの答弁があったが、実施回数・参加者数ともに減少しており広報が不足していたこと
を指摘する。
　よって、若年層の出会いから結婚へとつなげるための取組が十分に行われていなかったことから、地域少子化
対策強化事業の大幅な拡充を図り、少子化対策を推進すること。

●旧東田町地下駐車場における跡地利用の検討について
　旧東田町地下駐車場は、令和３年 12 月 30 日で閉鎖したが、利用方法が決まらず施設が残っているため、光
熱水費、設備保守等の維持管理に要する経費、駐車場埋め戻しの詳細設計に要する経費を支出した。安全性を考
慮して埋め戻すという方針とはいえ、昨今の本市の台風や豪雨による水害に鑑みると、貯留施設や防災シェル
ターなど公共の施設として早い段階で再利用の検討をすべきだったと指摘する。
　よって、町なかの一等地でもある大規模な地下施設の有効な活用について、迅速に検討を行うこと。

●ごみ減量施策について
　以前行われた「ごみ減量天下取り大作戦」の認知度は 25％であった。令和４年度は、家庭ごみ減量について
ガイドブックの全戸配付、説明会等、様々な事業が実施されたが、市民の周知・認知度の向上につながっている
かの評価指標が設定されていないことを指摘する。
　よって、意識向上と行動変容につながるよう市民の理解を深め、ごみ減量の推進に努めること。

※ 分科会での質疑は、次ページのとおりです。

　4年度決算について、議長と議会選出の監査委員を除く43人の
議員で構成する決算審査特別委員会を設置して、２つの分科会で集
中的に審査を行いました。今後の予算編成や執行に反映されるよう、
市に対し議会として指摘した内容は次のとおりです。

●林業振興の推進について
　令和４年度は、台風第 15 号により林道等が被災し、木材搬出ができず生産が伸び悩んだ。豪雨時に森林の荒
廃に起因する可能性がある災害が起こっている状況下において、森林整備のためのさらなる人材育成と担い手を
確保するため森林環境譲与税が充当されているものの、森林施策に関する総事業費が減額となっていたことを指
摘する。
　よって、従来の事業費に森林環境譲与税充当分を上乗せした予算措置を行い、森林環境譲与税の目的を達成す
る事業を推進すること。
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努
め
て
い
る
。

●
里
親
支
援
事
業
に
つ
い
て

質
疑
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア

の
利
用
が
増
え
て
い
る
が
、

課
題
は
な
い
か
。　
　
　

答
弁
長
期
的
に
安
定
し

た
養
育
を
図
る
た
め
、
里

子
を
受
託
し
て
い
る
里
親

に
対
し
、
一
時
的
な
休
息

を
取
れ
る
よ
う
支
援
す
る

レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
の
定

期
的
な
利
用
を
推
奨
し

て
い
る
。
利
用
す
る
里
親

は
増
え
て
い
る
状
況
だ

が
、
レ
ス
パ
イ
ト
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
里
親

が
４
組
程
度
と
限
ら
れ
て

お
り
、
担
い
手
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
事

業
に
つ
い
て　
　
　
　
　

質
疑
医
療
的
ケ
ア
児
等

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人

数
と
支
援
内
容
は
。　　
　

 

答
弁
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
業
務
は
１
人
工
で
あ
る

が
、
３
人
で
分
担
し
て
お

り
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
に

関
す
る
相
談
対
応
、
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
関
す
る
関
係

機
関
と
の
調
整
、
家
族
と

の
意
見
交
換
会
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

●
家
庭
ご
み
の
減
量
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
説
明
会
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
る
成
果
は
。　

答
弁
協
働
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
説
明
会
を
54
回
開
催

し
、
延
べ
参
加
者
は
１
２

３
３
人
で
、
家
庭
ご
み
の

有
料
化
の
仕
組
み
に
つ
い

て
一
定
の
理
解
を
得
ら
れ

た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

現
状
に
関
す
る
動
画
な
ど

の
放
映
に
よ
り
、
ご
み
減

量
の
必
要
性
に
つ
い
て
も

理
解
さ
れ
た
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　

●
旧
東
田
町
地
下
駐
車
場
管

理
事
業
に
つ
い
て　
　
　

質
疑
３
年
に
地
下
駐
車

場
を
閉
鎖
し
て
以
降
、
利

活
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
検
討
し
た
の
か
。　

答
弁
庁
内
で
利
活
用
に

つ
い
て
照
会
を
行
っ
た
が
、

他
の
部
局
か
ら
利
用
に
つ

い
て
の
実
現
可
能
な
提
案

が
な
か
っ
た
。
道
路
区
域

の
地
下
に
あ
る
駐
車
場
の

た
め
、
将
来
的
な
安
全
を

最
優
先
に
流
動
化
処
理
土

で
埋
め
戻
す
と
い
う
方
針

を
決
定
し
、
廃
止
に
向
け

て
の
詳
細
設
計
を
発
注
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

決算審査特別委員会（分科会）
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◎決算審査特別委員会の状況

分
科
会
審
査
の
概
要

第
１
分
科
会

第
２
分
科
会



常
任
委
員
会
で
の
５
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
審
査
の
概
要
で
す

総 
務 
委 
員 

会
厚
生
保
健
委
員
会
環
境
経
済
委
員
会
建
設
消
防
委
員
会
市
民
文
教
委
員
会

●
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

質
疑
出
産
に
関
す
る
利
用
料
金

の
見
直
し
の
内
容
と
、
分
娩
費
用

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。　
　
　
　

答
弁
料
金
を
分
か
り
や
す
く
区

分
し
、
料
金
体
系
の
見
直
し
を
行

う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
正
常
分

娩
に
よ
る
出
産
の
場
合
、
概
算
金

額
は
約
７
万
９
０
０
０
円
の
引
き

下
げ
と
な
り
、
近
隣
病
院
と
同
等

の
水
準
に
な
る
。
な
お
、
帝
王
切

開
に
よ
る
出
産
に
つ
い
て
は
引
き

上
げ
と
な
る
が
、
出
産
育
児
一
時

金
や
高
額
療
養
費
制
度
な
ど
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
は
ほ

と
ん
ど
な
い
も
の
と
な
る
。　
　

●
浜
松
ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
事
業
に
つ
い
て

質
疑
ど
の
よ
う
な
指
標
を
設
定

し
、
事
業
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答
弁
数
値
指
標
と
し
て
、
浜
松

ウ
エ
ル
ネ
ス
推
進
協
議
会
の
参
画

企
業
数
の
ほ
か
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ア

プ
リ
は
ま
ま
つ
健
幸
ク
ラ
ブ
の
利

用
登
録
者
に
つ
い
て
、
本
年
度
１

万
５
０
０
０
人
、
来
年
度
２
万
４

０
０
０
人
を
目
標
値
と
し
て
設
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
健
康
経
営
優

良
法
人
の
認
定
企
業
数
も
目
標
に

掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。　
　

●
ザ
ザ
シ
テ
ィ
浜
松
中
央
館
５
階
改

　
修
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

質
疑
こ
ど
も
家
庭
部
執
務
室
な

ど
を
移
転
・
集
約
す
る
た
め
の
改

修
工
事
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
同
フ
ロ
ア
で
業
務
を
行
っ
て

い
る
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
・

ル
ピ
ロ
の
利
用
者
へ
の
影
響
は
。

答
弁
動
線
を
確
保
し
な
が
ら
安

全
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

工
事
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

●
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業 

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
４
回
目
の
自
動
運
転
技
術

の
実
証
実
験
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
今
回
の
内
容
は
。　
　
　
　

答
弁
前
回
同
様
、
自
動
運
転
レ

ベ
ル
は
２
で
人
的
な
補
助
が
技
術

的
に
必
要
な
た
め
、
運
転
手
が
同

乗
す
る
も
の
と
な
る
が
、
今
回
は

前
方
カ
メ
ラ
で
信
号
の
色
を
認
識

す
る
機
能
を
追
加
し
て
い
る
。　

質
疑
本
格
運
行
は
い
つ
頃
か
。

答
弁
８
年
度
か
ら
９
年
度
を
目

途
に
、
一
部
区
間
に
お
い
て
、
運

転
手
が
同
乗
し
な
い
自
動
運
転
レ

ベ
ル
４
相
当
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。　
　

●
公
共
交
通
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
導
入
助
成
事
業
に
つ
い
て

質
疑
交
通
事
業
者
に
お
い
て
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
活
用

し
た
タ
ッ
チ
決
済
を
導
入
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
路
線
バ
ス
や
鉄
道

へ
の
導
入
予
定
は
。　
　
　
　
　

答
弁
浜
名
湖
花
博
の
記
念
事
業

に
合
わ
せ
て
今
年
度
70
台
に
導
入

し
、
残
り
の
バ
ス
に
つ
い
て
も
、

来
年
度
導
入
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
遠
州
鉄
道
鉄
道
線
の
各
駅

に
つ
い
て
も
、
来
年
度
導
入
の
計

画
を
確
認
し
て
い
る
。　
　
　
　

●
公
園
雨
水
流
出
抑
制
施
設
整
備
事

　
業
に
つ
い
て

質
疑
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
弁
豊
隆
公
園
、
大
蒲
公
園
に

つ
い
て
は
、
表
面
貯
留
の
た
め
の

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

６
年
度
に
工
事
を
実
施
す
る
。
美

薗
中
央
公
園
ほ
か
３
公
園
に
つ
い

て
は
、
地
下
貯
留
を
含
め
様
々
な

手
法
を
検
討
し
、
７
年
度
に
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
あ
る
。　
　

●
い
じ
め
相
談
等
業
務
委
託
に
つ
い

　
て質

疑 

ウ
ェ
ブ
を
活
用
し
た
相
談

対
応
と
、
い
じ
め
電
話
相
談
夜
間

休
日
対
応
業
務
を
一
括
契
約
す
る

形
に
改
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、
統

合
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。　
　
　

  

答
弁 

電
話
相
談
に
お
い
て
は
、

従
来
か
ら
、
い
じ
め
と
は
異
な
る

内
容
で
も
受
け
付
け
て
お
り
、
１

つ
の
事
業
者
が
総
合
的
に
担
う
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。　

●
給
食
調
理
等
業
務
委
託
に
つ
い
て

質
疑 

委
託
事
業
者
の
経
営
状
況

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
弁 

委
託
契
約
締
結
後
の
準
備

期
間
に
、
履
行
の
準
備
状
況
の
提

出
を
求
め
る
と
と
も
に
、
毎
年
度

１
学
期
と
３
学
期
の
終
わ
り
に
事

業
者
と
の
運
営
会
議
を
開
き
、
直

接
話
を
す
る
機
会
を
設
け
て
状
況

を
確
認
し
て
い
る
。
今
後
、
経
営

状
況
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
は
、

さ
ら
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

実証実験で使用する自動運転車両

浜松医療センターの分娩設備
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◎常任委員会の状況



質
問

佐
鳴
湖
公
園
は
、

利
用
者
が
多
い
市
内
有
数

の
公
園
だ
が
、
駐
車
場
不

足
や
未
舗
装
園
路
な
ど
の

課
題
が
あ
り
、
今
後
は
再

整
備
に
向
け
計
画
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

佐
鳴
湖
公
園
は
、

健
康
志
向
や
自
然
志
向
の

多
く
の
市
民
が
利
用
す
る

公
園
と
し
て
ニ
ー
ズ
が
高

い
。
そ
の
た
め
、
４
年
度

か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
た
拠
点
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
、
民

間
団
体
や
有
識
者
を
交
え

た
検
討
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
展
示
や
学
習
な
ど

複
合
的
な
施
設
が
必
要
と

の
結
論
に
至
っ
た
。　
　

　
ま
た
、
園
路
や
駐
車
場

な
ど
既
存
施
設
に
対
す
る

課
題
も
挙
が
っ
た
た
め
、

５
年
度
は
検
討
結
果
や
現

状
の
課
題
、
官
民
連
携
の

可
能
性
な
ど
を
整
理
し
、

６
年
度
か
ら
公
園
再
整
備

計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。  

そ
の
他
の
質
問

①
子
ど
も
の
権
利
を
盛
り

込
ん
だ
新
条
例
検
討
を

②
光
フ
ァ
イ
バ
網
未
整
備

地
域
解
消
の
取
組
は　

③
本
市
公
園
緑
地
へ
公
設

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
設
置
を 

公明党
松下　正行

佐
鳴
湖
公
園
の
再
整
備
に

向
け
た
検
討
状
況
は

今後の再整備が期待される佐鳴湖公園

 
代
表
質
問

９
月
28
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
4
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
と
は
身
体
的
・
精
神

的
・
社
会
的
に
良
好
な
状

態
に
あ
る
こ
と
で
あ
り
、

市
民
が
幸
福
を
実
感
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
指
標
に

基
づ
き
政
策
・
事
業
を
進

め
る
こ
と
が
大
切
と
考
え

る
。
そ
こ
で
、
浜
松
市
総

合
計
画
第
２
次
推
進
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
し
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
の
視
点
を
取
り
入
れ
て

い
く
考
え
か
。　
　
　
　

答
弁

次
期
計
画
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
が

幸
福
を
実
感
で
き
る
よ
う
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
た
め
、
５
年
度
に
、

市
民
の
現
状
に
対
す
る
満

足
度
や
将
来
の
期
待
度
な

ど
の
主
観
指
標
を
調
査
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
上
、
結
果
の
分
析
に
基

づ
い
て
政
策
を
立
案
し
、

市
民
が
幸
福
を
実
感
で
き

る
基
本
計
画
と
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
こ
ど
も
基
本
法
の
理
念

を
踏
ま
え
条
例
制
定
を

②
若
者
の
転
出
減
・
転
入

増
へ
多
様
な
施
策
を　

③
市
民
満
足
度
の
向
上
へ

積
極
的
な
財
政
運
営
を

自由民主党浜松
加茂　俊武

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
視

点
で
基
本
計
画
の
策
定
を

出典：一般社団法人スマートシティ・インス
　　 ティテュートホームページ

質
問

友
愛
の
さ
と
診
療

所
と
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の

診
療
所
の
受
診
者
が
増
え

る
中
、
初
診
待
機
期
間
の

現
状
と
今
後
の
対
策
は
。

答
弁

５
年
８
月
の
平
均

初
診
待
機
期
間
は
、
友
愛

の
さ
と
診
療
所
が
3.6
か
月
、

子
ど
も
の
こ
こ
ろ
の
診
療

所
が
2.3
か
月
と
な
っ
て
い

る
。
待
機
期
間
の
短
縮
に

は
医
師
、
心
理
師
な
ど
の

専
門
職
や
診
療
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充
が
必
要
と
な
り
、

４
年
度
は
、
両
診
療
所
に

医
師
を
１
人
工
ず
つ
増
員

し
た
。
ま
た
、
５
年
度
は
、

効
率
的
な
診
療
を
可
能
と

す
る
た
め
、
子
ど
も
の
こ

こ
ろ
の
診
療
所
で
、
相
談

室
２
室
の
増
設
工
事
を
７

月
に
実
施
し
、
友
愛
の
さ

と
診
療
所
に
は
、
診
察
室

１
室
、
言
語
・
心
理
室
１

室
の
増
設
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
。　
　
　
　

　
引
き
続
き
、
初
診
待
機

期
間
の
短
縮
に
向
け
、
関

係
機
関
と
協
議
し
、
次
の

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

① 

若
者
の
声
を
反
映
さ
せ

　
る
若
者
会
議
の
設
立
を

②
水
位
観
測
箇
所
の
増
設

で
水
位
情
報
の
提
供
を

③
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
で

の
一
時
預
か
り
実
施
を

市民クラブ
鈴木　真人

子
ど
も
の
発
達
障
が
い
に

対
し
早
期
の
支
援
を　
　

増設した子どものこころの診療所相談室

7

◎代表質問



9
月
29
日
、10
月
２
日
に
は
、9
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

 
代
表
質
問

8

◎代表・一般質問

質
問
子
ど
も
食
堂
や
学

習
支
援
な
ど
、
こ
こ
数
年

で
本
市
の
子
ど
も
の
居
場

所
は
、
大
幅
に
増
加
し
た
。

今
後
、
主
任
児
童
委
員
や

居
場
所
づ
く
り
に
関
わ
る

人
と
の
連
携
強
化
に
よ
り

支
援
体
制
も
強
化
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
新

し
い
道
が
提
案
で
き
る
可

能
性
も
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
双
方
の
関
係
者

へ
の
講
習
会
な
ど
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
。　

答
弁
地
域
の
支
援
者
が

行
政
や
民
間
団
体
な
ど
の

支
援
情
報
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
子
ど
も
の
相
談

に
応
じ
適
切
な
助
言
や
提

案
が
で
き
れ
ば
、
子
ど
も

の
将
来
の
夢
や
選
択
肢
が

広
が
る
可
能
性
が
あ
る
。 

　
今
後
は
、
主
任
児
童
委

員
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
行
う
運
営
者
な
ど

が
、
利
用
す
る
子
ど
も
に

応
じ
必
要
な
情
報
を
届
け
、

円
滑
な
支
援
に
つ
な
が
る

よ
う
、
講
習
会
な
ど
の
開

催
を
検
討
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
部
活
動
の
地
域
移
行
の

現
状
と
進
捗
は　
　
　

②
災
害
に
対
す
る
ソ
フ
ト

対
策
の
強
化
を　
　
　

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

活
用
の
方
向
性
は　
　

質
問

４
年
９
月
及
び
５

年
６
月
の
豪
雨
で
は
、
土

砂
や
が
れ
き
な
ど
様
々
な

障
害
物
が
発
生
し
た
。
被

災
者
へ
の
応
急
対
応
を
早

急
に
行
う
た
め
、
被
害
情

報
を
一
元
的
に
管
理
し
対

応
す
る
専
門
チ
ー
ム
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

道
路
や
河
川
な
ど

の
障
害
物
の
除
去
に
つ
い

て
は
県
な
ど
と
連
携
し
て

対
応
し
た
が
、
国
や
県
・

市
の
制
度
に
明
確
に
当
て

は
ま
ら
な
い
案
件
は
、
対

応
部
署
の
特
定
が
難
し
い

と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
た
め
、
被
害
情
報

を
一
元
的
に
管
理
し
、
内

容
を
精
査
す
る
中
で
、
的

確
に
対
応
す
る
組
織
が
必

要
と
考
え
、
災
害
対
策
本

部
内
に
関
係
部
署
で
構
成

す
る
専
門
チ
ー
ム
を
設
け

る
方
向
で
現
在
調
整
を
進

め
て
い
る
。
引
き
続
き
、

災
害
の
発
生
に
備
え
、
速

や
か
な
応
急
対
策
や
被
災

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

努
め
て
い
く
。　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
天
竜
美
林
価
値
創
出
に

向
け
た
新
た
な
取
組
は

②
増
加
す
る
使
用
済
み
紙

お
む
つ
の
再
資
源
化
を

③
二
俣
及
び
鳥
羽
山
の
城

跡
価
値
の
方
向
性
は　

渥美　誠
自由民主党浜松

2009年に実施した二俣城（一夜城）復元

質
問

台
風
第
15
号
で
目

の
当
た
り
に
し
た
よ
う
に
、

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
浸
水
被
害
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
浜
松
市

総
合
雨
水
対
策
計
画
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。　
　
　
　

答
弁

４
年
９
月
23
日
の

台
風
第
15
号
で
は
、
市
内

で
１
９
４
２
棟
の
家
屋
が

浸
水
す
る
な
ど
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た
。
こ
の

被
害
を
受
け
、
２
年
に
策

定
し
た
浜
松
市
総
合
雨
水

対
策
計
画
の
見
直
し
を
進

め
て
お
り
、
重
点
対
策
エ

リ
ア
に
つ
い
て
は
、
目
標

設
定
か
ら
見
直
す
こ
と
と

し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　
ま
た
、
市
内
の
主
要
河

川
の
整
備
を
担
う
県
は
も

と
よ
り
、
農
地
、
下
水
道

を
は
じ
め
と
す
る
庁
内
の

関
係
部
署
と
も
連
携
し
、

よ
り
具
体
的
で
効
果
的
な

対
策
メ
ニ
ュ
ー
を
組
合
せ
、

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ

と
で
浸
水
被
害
の
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
徳
川
家
資
料
の
展
示
収

蔵
は
既
存
施
設
活
用
を

②
無
駄
な
受
水
費
削
減
で

水
道
料
金
負
担
軽
減
を

③
学
童
保
育
は
ま
き
た
の

活
動
実
績
へ
の
認
識
は

北島　定
日本共産党浜松市議団

激
甚
化
す
る
水
災
害
に
対

し
現
行
計
画
の
見
直
し
を

台風第15号で浸水被害があった安間川周辺

創造浜松
遠山　将吾

地
域
で
子
ど
も
を
支
え
る

仕
組
み
の
強
化
を　
　
　

子ども食堂で外国人留学生と交流する子ども
たち

・

 

一
般
質
問

被
害
情
報
を
一
元
管
理
す

る
専
門
チ
ー
ム
の
設
置
を



質
問

戦
争
の
記
憶
が
風

化
し
つ
つ
あ
る
中
、
平
和

都
市
宣
言
を
し
た
本
市
の

戦
没
戦
災
遺
家
族
等
援
護

事
業
に
対
す
る
考
え
は
。 

答
弁

戦
後
日
本
の
平
和

と
繁
栄
は
、
戦
争
に
よ
る

尊
い
犠
牲
の
上
に
築
か
れ

て
い
る
。
国
外
で
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
で
多
く

の
市
民
が
犠
牲
に
な
る
中
、

改
め
て
平
和
の
尊
さ
を
認

識
す
る
と
と
も
に
、
戦
争

の
悲
惨
さ
を
戦
後
世
代
に

語
り
継
ぐ
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後

78
年
が
経
過
し
、
戦
争
体

験
者
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
語
り
部
活
動
を
担
っ

て
き
た
遺
族
会
会
員
も
高

齢
化
し
、
活
動
が
縮
小
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
や

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
戦
争
の
惨
禍
や
平
和
の

尊
さ
を
伝
承
し
て
い
く
た

め
、
今
後
も
遺
族
会
活
動

が
継
続
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
。　
　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
市
運
用
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

ア
プ
リ
に
機
能
追
加
を

②
花
博
来
訪
者
に
対
し
観

光
周
遊
を
促
す
取
組
を

③
花
博
を
契
機
に
台
北
市

と
活
発
な
交
流
事
業
を

質
問

少
子
化
の
影
響
で

児
童
・
生
徒
数
が
減
少
す

る
一
方
、
不
登
校
児
童
・

生
徒
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
が
、
ま
な
び
の
教
室

以
外
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
に
通
う
児
童
・
生
徒

の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

こ
う
し
た
民
間
施
設
と
の

連
携
に
向
け
、
今
後
の
取

組
は
ど
う
か
。 　
　

 　

答
弁

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

な
ど
の
民
間
施
設
を
利
用

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

状
況
は
、
毎
年
在
籍
す
る

小
中
学
校
に
調
査
を
実
施

し
て
い
る
が
、
５
年
度
は

教
育
委
員
会
事
務
局
の
職

員
が
利
用
施
設
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
状

況
を
把
握
す
る
取
組
を
予

定
し
て
い
る
。　
　
　
　

 

　
今
後
は
、
訪
問
に
よ
り

得
ら
れ
た
各
施
設
の
情
報

を
踏
ま
え
、
民
間
施
設
と

の
連
携
方
法
や
、
利
用
す

る
児
童
・
生
徒
及
び
保
護

者
に
対
す
る
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。　

そ
の
他
の
質
問

①
大
雨
時
に
緊
急
避
難
場

所
が
な
い
地
域
対
応
は

②
児
童
養
護
施
設
の
子
へ

習
い
事
費
用
の
支
援
を

③
公
園
遊
具
の
塗
料
に
熱

交
換
塗
料
の
使
用
を　

小泉　翠
自由民主党浜松

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
安

心
で
き
る
居
場
所
を

炎天下で高温になるおそれのある公園遊具
の例

課
題
を
抱
え
る
遺
族
会
活

動
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

浜名湖花博2024　フラワーパーク会場
開催期間：3月23日～6月16日

質
問

子
ど
も
の
健
康
に

関
す
る
課
題
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
養
護
教
諭
の
複
数
配

置
が
必
要
と
思
う
が
現
状

と
今
後
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
弁

養
護
教
諭
の
複
数

配
置
校
は
、
本
市
独
自
の

取
組
で
あ
る
養
護
教
諭
補

助
員
、
再
任
用
の
養
護
教

諭
配
置
に
よ
り
38
校
と
な

る
。
今
後
、
児
童
・
生
徒

数
の
減
少
に
伴
い
、
国
基

準
に
よ
る
複
数
配
置
校
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
も
の

の
、
心
身
の
健
康
面
に
関

し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
や

保
健
室
登
校
、
感
染
症
対

策
な
ど
、
全
体
・
個
人
へ

の
支
援
・
指
導
の
必
要
性

が
高
ま
り
、
養
護
教
諭
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。　

 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

複
数
配
置
の
基
準
引
下
げ

を
引
き
続
き
国
に
要
望
し
、

本
市
独
自
の
養
護
教
諭
補

助
員
な
ど
の
拡
充
で
、
さ

ら
な
る
複
数
配
置
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
堀
留
川
流
域
で
の
浸
水

被
害
の
現
状
と
対
策
は

②※
2

Ｓ
Ｃ
配
置
時
間
数
の
確

保
で
相
談
体
制
充
実
を

③
美
術
館
の
館
蔵
品
保
存

方
法
と
修
繕
計
画
は　

藤田　典良
自由民主党浜松

７年度開催予定のガラス絵展（仮）展示予定
作品の修繕

小野田　康弘
自由民主党浜松

養
護
教
諭
複
数
配
置
で
子

ど
も
に
寄
り
添
う
支
援
を

9

◎一般質問



10

◎一般質問

質
問

職
員
定
数
が
年
々

削
減
さ
れ
る
中
、
地
方
創

生
を
促
進
す
る
た
め
の
政

策
立
案
に
は
新
た
な
発
想

の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
が
、

本
市
の
取
組
は
ど
う
か
。

答
弁

政
策
形
成
能
力
は
、

職
員
が
必
ず
身
に
つ
け
る

べ
き
能
力
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
入
庁
５
年
目
ま
で
の

集
中
育
成
期
間
に
様
々
な

研
修
を
行
い
、
人
材
育
成

を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
能

力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

研
修
で
学
ん
だ
内
容
を
実

践
し
経
験
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
加
え
、
職
員
の
意

識
改
革
促
進
の
た
め
、
勤

務
時
間
の
一
部
に
他
業
務

へ
従
事
す
る
仕
組
み
を
整

え
る
と
い
っ
た
組
織
風
土

の
醸
成
が
必
要
と
考
え
る
。

　
こ
の
た
め
、
集
中
育
成

期
間
を
終
え
た
若
手
職
員

が
所
属
の
枠
を
超
え
て
、

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る

取
組
か
ら
始
め
、
新
た
な

発
想
で
政
策
立
案
の
で
き

る
職
員
を
育
成
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
就
労
を
望
む
重
度
障
害

者
へ
格
別
な
支
援
を　

②
自
治
会
へ
の
行
政
連
絡

文
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

③
五
反
田
川
エ
リ
ア
に
効

果
的
な
水
害
対
策
を　

平野　岳子
自由民主党浜松

市
職
員
を
育
成
し
自
由
な

発
想
を
政
策
立
案
に

台風第15号により越水した五反田川

質
問
小
・
中
学
校
に
お

い
て
、
生
理
用
品
を
身
近

な
も
の
と
し
て
捉
え
、
生

理
へ
の
理
解
を
高
め
て
い

け
る
よ
う
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
だ
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　
　

答
弁
学
校
で
は
、
緊
急

を
要
す
る
場
合
に
備
え
、

保
健
室
に
生
理
用
品
だ
け

で
な
く
下
着
も
配
備
し
て

い
る
。
保
健
室
で
の
支
援

は
、
直
接
手
渡
し
で
き
る

こ
と
か
ら
健
康
状
態
や
心

理
面
の
把
握
、
必
要
に
応

じ
た
保
健
指
導
が
行
え
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

５
年
８
月
の
実
態
調
査
で

は
全
学
校
が
保
健
室
に
生

理
用
品
を
設
置
し
、
多
く

の
学
校
で
そ
の
こ
と
を
児

童
・
生
徒
に
周
知
し
て
い

る
こ
と
も
分
か
っ
た
。　

　
教
育
委
員
会
で
も
児
童

・
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援

と
き
め
細
や
か
な
指
導
の

両
立
は
重
要
と
考
え
、
今

後
も
個
々
の
健
康
状
態
や

生
活
事
情
に
配
慮
し
な
が

ら
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
校
外
ま
な
び
の
教
室
で

送
迎
モ
デ
ル
の
実
施
を

②
県
営
野
球
場
で
ス
ポ
ー

ツ
×
ま
ち
づ
く
り
を　

③
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
応

援
者
も
楽
し
む
大
会
に

大城　七瀬
市民クラブ

学
校
の
生
理
用
品
に
つ
い

て
踏
み
込
ん
だ
支
援
を

5年2月19日に開催され4327人が参加した
第1９回浜松シティマラソン

質
問

県
条
例
で
、
高
校

生
は
自
転
車
通
学
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
多

く
の
高
校
生
が
か
ぶ
っ
て

い
な
い
。
本
市
独
自
で
着

用
を
義
務
づ
け
る
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

答
弁

本
市
独
自
で
高
校

生
の
自
転
車
通
学
時
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
を
義
務
づ

け
る
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
は
、
上
位
法
令
の
趣
旨

や
目
的
に
反
し
な
い
も
の

で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
が
、

必
要
性
や
正
当
性
を
根
拠

づ
け
る
立
法
事
実
の
把
握

と
整
理
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
り
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。　

　
自
転
車
利
用
の
多
い
高

校
生
に
対
し
て
は
、
今
後

も
警
察
や
交
通
安
全
協
会

な
ど
と
連
携
し
、
交
通
安

全
教
室
の
開
催
や
モ
デ
ル

校
と
連
携
し
た
街
頭
啓
発

を
実
施
す
る
な
ど
、
交
通

安
全
教
育
と
普
及
啓
発
活

動
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ

て
い
く
。　

 　
　
　
　

そ
の
他
の
質
問

①
法
人
事
業
税
超
過
課
税

の
交
付
金
対
象
拡
充
を

②※
3

２
０
２
４
年
問
題
に
対

す
る
本
市
の
考
え
は　

③
新
た
な
区
協
議
会
へ
の

移
行
に
一
層
の
理
解
を

髙林　修
自由民主党浜松

高
校
生
の
通
学
時
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
に
条
例
制
定
を

自転車通学する高校生
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◎一般質問

用

語

解

説

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

浜
松
市
議
会
議
員
の
資
産
等
の

公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
５
年
4
月
９
日
の
選
挙
で

当
選
し
た
議
員
の
「
資
産
等
報

告
書
」
を
、
市
役
所
の
市
政
情

報
室
や
各
区
役
所
の
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
議
員
の
任

期
開
始
日
（
5
月
1
日
）
に
お

い
て
議
員
本
人
が
所
有
す
る
資

産
を
記
載
し
た
も
の
で
、
任
期

4
年
の
資
産
動
向
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。

　
報
酬
な
ど
の
所
得
等
報
告
や
、

報
酬
を
得
て
会
社
そ
の
他
の
法

人
の
役
員
、
顧
問
そ
の
他
の
職

に
就
い
て
い
る
場
合
の
関
連
会

社
報
告
に
つ
い
て
は
、
任
期
開

始
後
か
ら
５
年
12
月
末
ま
で
に

新
た
に
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
資
産
の
補
充
と
併
わ
せ
て
、

６
年
6
月
に
公
開
し
ま
す
。

詳
細
は
、
議
会
総
務
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
３ 

― 

４
５
７ 

― 

２
５
０
５

資
産
等
報
告
書
を

公
開
し
て
い
ま
す

用

語

解

説

野菜の摂取状況を数値化できる
皮膚カロテノイド測定

質
問
現
在
策
定
を
進
め

て
い
る
第
３
次
中
山
間
地

域
振
興
計
画
に
お
け
る
地

域
住
民
の
意
見
聴
取
の
状

況
と
他
部
局
と
の
連
携
は
。

答
弁
中
山
間
地
域
住
民

の
生
の
声
を
把
握
し
、
次

期
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
自
治
会
や
高
校
生
な

ど
幅
広
い
住
民
が
参
加
す

る
座
談
会
を
開
催
し
、
集

落
の
現
状
や
今
後
に
望
む

こ
と
な
ど
の
意
見
を
聴
い

て
い
る
。
座
談
会
で
は
、

生
活
環
境
が
よ
く
な
っ
た

と
の
声
を
受
け
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
の
振
興
計
画
の

下
、
様
々
な
施
策
を
推
進

し
て
き
た
成
果
の
一
つ
だ

と
捉
え
て
い
る
。　
　
　

　
そ
の
一
方
、
生
活
に
密

接
し
た
公
共
交
通
の
充
実

な
ど
を
期
待
す
る
声
も
あ

り
、
様
々
な
声
を
施
策
に

反
映
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
計
画
策
定
の

過
程
で
各
担
当
部
局
と
情

報
を
共
有
し
、
効
果
的
な

事
業
の
組
立
て
に
つ
な
が

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
環
境
負
荷
低
減
に
向
け

有
機
農
業
の
推
進
を　

②
空
家
対
策
が
期
待
で
き

る
支
※
4

援
法
人
の
活
用
を

③
食
育
推
進
計
画
で
働
く

世
代
へ
の
施
策
は　
　

太田　利実保
創造浜松

第
３
次
中
山
間
地
域
振
興

計
画
の
策
定
方
針
は

※
１

ブ
ラ
ッ
ド
パ
ッ
チ
療
法
（
2
ペ
ー
ジ
）

　
脳
脊
髄
液
漏
出
症
（
交
通
事
故
や
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
な
ど
で
硬
膜
か
ら
髄
液
が

漏
れ
出
す
こ
と
に
よ
り
頭
痛
や
頚
部
痛
、
め
ま
い
な
ど
の
様
々
な
症
状
が
生
じ

る
と
さ
れ
て
い
る
疾
病
）
に
有
効
と
さ
れ
、
漏
出
部
位
の
脊
椎
硬
膜
外
腔
に
患

者
本
人
の
静
脈
血
を
注
入
し
、
血
液
が
糊
状
に
く
っ
つ
い
て
凝
固
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
漏
れ
を
塞
ぐ
治
療
法
。

※
２
Ｓ
Ｃ
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
（
９
ペ
ー
ジ
）

　
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
る
心
理
の
専
門
家
で
、児
童
・
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
や
保
護
者
へ
の
子
育
て
等
の
助
言
を
行
う
ほ
か
、心
理
分
野
に
お
け
る

授
業
や
研
修
会
の
講
師
な
ど
、学
校
の
教
育
相
談
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

※
３２０

２
４
年
問
題
（
10
ペ
ー
ジ
）

　
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
っ
て
２
０
２
４
年
４
月
以
降
、
自
動
車
運
転
業
務

の
時
間
外
労
働
の
上
限
（
休
日
を
除
く
年

960
時
間
）
が
課
さ
れ
る
こ
と
で
発
生

す
る
問
題
の
総
称
。
特
に
他
の
業
態
よ
り
も
労
働
時
間
が
長
い
と
さ
れ
る
ト
ラ

ッ
ク
事
業
は
、
１
日
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
荷
物
の
量
が
減
る
こ
と
か
ら
、
事

業
者
の
売
上
げ
・
利
益
の
減
少
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
収
入
の
減
少
、
こ
れ
ら
に
伴

う
担
い
手
不
足
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

※
４
支
援
法
人
（
空
家
等
管
理
活
用
支
援
法
人
）
（
11
ペ
ー
ジ
）

　
地
方
自
治
体
が
N
P
O
法
人
や
一
般
社
団
法
人
な
ど
に
対
し
て
指
定
で
き
、

空
家
関
連
情
報
の
提
供
や
相
談
、
管
理
、
活
用
の
た
め
の
援
助
な
ど
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
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〔
12
月
〕

５
日　
各
常
任
委
員
会

6
日　
大
型
公
共
施
設
建
設

　
　
　
特
別
委
員
会

12
日　
議
会
運
営
委
員
会

13
日　
本
会
議（
採
決・11
月
定

　
　
　
例
会
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

不要になれば、雑がみとしてリサイクル

不矩のインド作品には、ある特徴が見られる。それは鑑賞者を「作品世界に誘
いざな

う
仕掛け」である。また、それを補佐しているのが「通路、扉、窓等の入り口」と「動
物」である。

「村落(カジュラホ)」においても、不矩の視線は目立つ大通りではなく、人々の生
活や息遣いが感じられる狭い路地に向けられ、人が描かれずとも人の気配や生活感を
感じられる場所を選んでいる。つまり、不矩は、物

もの
見
み

遊
ゆ

山
さん

的にインドを見つめていた
のではなく、身を寄り添うようにして尊敬と温かな眼差しをもってインドの自然や
インドの文化を見つめていたことが作品から分かる。画面奥の黒羊は、鑑賞者自身が
その奥へ思考を巡らせられるようにする不矩の分身でもある。

この用紙は「雑がみ」として
リサイクルしよう！

この用紙は「雑がみ」としてリサイクルしよう！

　　　　　秋野不矩美術館ホームページ
開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）


